(別紙１)


事業の実施内容及び成果に関する報告書

１　事業名
　　　２０２４年度自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する補助事業
２　事業の実施経過
　（１）事務手続関係
　　　　　２０２４年４月　２日　交付決定通知書受取（４月１日付）
　　　　　　　　　　５月　１日　交付誓約書
　　　　　　　　　　７月１０日　精算払申請書提出
　　　　　　　　　　９月２５日　清算払申請書訂正最終提出

　　　　　　　　　１０月１８日　補助金受領　１０，４４７，４００円
　（２）事業関係　　　　
２０２４年３月２３日　女子限定ロードバイク講習会（土屋朋子講師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道の駅美濃にわか茶屋）
　　　　　　　　　　３月２４日　ロードバイク講習会（大石一夫講師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道の駅美濃にわか茶屋）
　　　　　　　　　　４月２８日　愛三工業レーシング・チームとＴＯＪ美濃ステージ
　　　　　　　　　　　　　　　　コースを走ろう＆トークショーの開催
　ツアー・オブ・ジャパン＆
愛三工業レーシングサイクリングチーム特別展
（道の駅美濃にわか茶屋）
　　　　　　　　　　５月１２日　９：３０　第１回ボランティア説明会（美濃市体育館）
　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０　第２回ボランティア説明会（美濃市体育館）
　　　　　　　　　　５月１３日１９：００　第３回ボランティア説明会（美濃市体育館）　　
　　　　　　　　　　５月２２日　ツアー・オブ・ジャパン美濃ステージ開催　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　７月　１日　反省会（いづみ荘）
　
３　実施内容及び成果
　（１）実施内容
　　　　　　ツアー・オブ・ジャパン美濃ステージ
　　　　　　開催期日　２０２４年５月２２日（水）　天候　晴　２０．０℃
　　　　　　美濃市内長良川・板取川沿いのＴＯＪ公認コース
　　　　　　一周　２１．０ｋｍの周回コースを６周半　１３７．３ｋｍ走行
　　　　　　参加チーム　１６チーム（国内９チーム・国外７チーム）
　（２）成果
　　　　（競技結果）
　　　　　　美濃ステージ優勝　　　ジョジュア・ラドマン（AUS）
個人総合時間数　　　　ジョバンニ・カルボーニ（ITA）
　　　　　　個人ポイント賞　　　　寺田　吉騎（JPN）
　　　　　　個人総合山岳賞　　　　中井　唯晶（JPN）
　　　　　　新人賞　　　　　　　　ザッカリー・マリッジ　（AUS）
　　　　　　観客数　　　　　　　　２２，０００人（５月２４日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　事業実施に関して特許権、実用新案特許等を申請又は取得したときはその内容
　　　　　　なし
５　今後予想される効果
　　本年はポスター、チラシを早い段階から県内道の駅やサイクルショップ、宿泊施設等で掲示し告知を進め一層の誘客を図りました。自転車ファンによる昨年の美濃ステージ観戦動画がYouTubeで拡散され、今年は自転車で観戦に訪れる方が大きく増えました。物販・飲食の提供も再開し来場者には大いに楽しんでいただけたと思います。また美濃ステージでの中継体制（定点カメラ、バイク移動カメラ、ドローン空撮映像の組合せ）によって臨場感あふれるレース展開を多くの方に堪能いただけたと思います。美濃ステージのコースは周囲の景観も含めて評価されており、市内観光スポット等も含め来訪者は増え宿泊滞在にもつながっています。実行委員会として今後更に自転車ファンの拡大に向けたPRやイベントの開催して、美濃市の観光事業発展への寄与と市民や協賛企業からも継続的に支援していただけるように進めていきます。
６　本事業により作成した印刷物（報告書等）
　　　　・ポスター　　　　　　　　　　　　　　　　６００枚
　　　　・バス掲示用ポスター　　　　　　　　　　　３００枚
　　　　・広報チラシ　　　　　　　　　　　　１６，０００枚
　　　　・交通規制チラシ　　　　　　　　　　　　　６００枚
　　　　・迂回路チラシ　　　　　　　　　　　　　　３００枚
　　　　・観戦マップ　　　　　　　　　　　　１３，０００枚
７　報告事項
　　（１）審査・評価委員コメントへの対応状況
　　　　〇　評価委員による主な意見
　　　　　目標値は必ず数値目標を設置してください。事業の成果・普及の数値目標については、その根拠も説明する必要があります。
　　　　２５年度の計画として、目標値は観客動員数、ライブ配信の視聴者数、ホームページのアクセス数を設定しました。
　　　　事業の成果・普及については、自転車普及発展活動で学校教育の一環として自転車安全運転講習会を開催し市内全小中学生の１５％にあたる参加人数を目標としました。また、TOJ美濃ステージでの観客動員数目標の裏付けとして、様々なイベントを通じて周知を図っております。TOJ出場チームを招いての自転車走行会やトークショー等のファンイベント、ロードバイク・クロスバイク講習会は年々参加者が増加しており、美濃ステージ当日においてもロード自転車での観戦者が大幅に増えました。そのほかTOJ写真展（巡回開催）を公的施設だけでなく協賛企業にも拡大して実施します。こうした取り組みによりTOJ開催地としての認知度は確実に上がってきております。
・２０２４年度の主な継続＆新規事業
	　項　目
	２０２３年度
（２０２２年８月～２０２３年６月）
	　　　　２０２４年度
（２０２３年８月～２０２４年６月）

	安全対策
	○　孤立集落対策
○　ゴール付近鉄柵に変更
	〇　同左
〇　同左

	観戦案内
	〇　自転車観戦案内
　（参加者　６０名）
	〇　同左
（参加者　３０名）

	広報活動
	〇　３年開催中止の為、展示写真
　　なし
〇砂田弓弦展示写真なし
	· フォトコンテスト入賞作品巡回展示　　　　　
(市役所ロビー・中央公民館・
図書館・美濃病院・美濃市体育館
・美濃和紙の里会館
・道の駅美濃にわか茶屋・各ふれあいセンター）

〇　世界のロードレース写真
砂田弓弦撮影の巡回展示
　展示ヶ所　（美濃市内銀行・大垣共立銀行・十六銀行・岐阜信用金庫・関信用金庫・美濃市役所
めぐみの農協美濃支店　　　美濃市健康文化センター）
· 広報ＤＶＤ作成と活用
・道の駅　ＴＯＪ展で放映　　　　　　

	関連イベント
	〇　TOJ展　
期日　４月２３日～５月２４日
　場所　道の駅にわか茶屋
〇　愛三工業ＲＴ選手走る
期　日　４月２７日
　　参加者　３０名

	〇　TOJ特別展＆愛三工業レーシング展
期日　４月１８日～５月２２日
場所　道の駅にわか茶屋
〇　自転車関係イベント
期日　３月２１日、３月２２日
４月２８日
参加者　１６０名（スタッフ含む）

	
	〇　コロナ感染防止のため中止
　　　　　
〇　コロナ感染防止のため中止

	〇　愛三工業レーシング
児童・生徒のふれあい　自転車の　乗り方、交通マナー
愛三工業　西谷泰治コーチ
　　　　　渡辺翔太朗選手
　　　　　初川弘浩選手
期日　５月１５日
場所　牧谷小学校（5，6年生）３５名
　　　藍見小学校（1～6年生）１２０名
· ウィーラースクール開校
　　場所　美濃和紙の里会館駐車場
期日　５月２２日
対象　牧谷小学校６年生　２０名


	オープニングセレモニ―
表彰式

	〇　オープニングセレモニ―
　　　吹奏楽演奏（武義高校）　　　
　　　チアリーダー
（Bリーグバスケットボール
クラブ岐阜スゥープス）
〇　表彰式（プレゼンター）
　　市内銀行４行
〇　沿道での応援
（幼保育園・小学生・中学生）　　　
	〇　同左
　　吹奏楽演奏（武義高校）
　　子供花みこし（美濃保育園）と
　　神輿太鼓の競演

　　チアリーダー
（Bリーグバスケットボール
クラブ岐阜スゥープス）
（プレゼンター：牧谷小５名）
〇表彰式（プレゼンター：牧谷小10名）
　　　 （市内銀行４行）
〇　同左


	
	〇　ＴＯＪをより活性化するために地域住民との懇談会開催
　２０２３年
　１月１２日　下牧地区自治会
　１月１３日　前野・安毛自治会
　１月１９日　上牧地区自治会
　１月３１日　 大矢田地区自治会
　2月 2日　 藍見地区自治会　　
　　　　　
〇　企業ボランティアの募集
	〇　同左
　２０２４ 年
　１月１１日　下牧地区自治会
　１月１６日　前野・安毛自治会
　１月１８日　上牧地区自治会
　
　
　　
　　
〇　同左
　　　　　



（２）継続事業の成果と意義
①　美濃市内の有力企業を中心に多くの企業から協賛をいただき、表彰式にはプレゼンターとしても登壇いただいて企業アピールの場にもなっています。
毎回フォトコンテストを実施しており、入賞作品を次年度のポスター、チラシのメイン写真として利用しております。今年は周知が進み応募が昨年比で倍増（計34点）しました。また、今回初めて歓迎幟（のぼり）のデザインを地元高校美術部に依頼し斬新なものが出来上がりました。開会式のセレモニーには高校の吹奏楽部、保育園児による花みこしなど市民にも協力をいただき、地元による企画運営ができております。
②　大会ボランティアは市内各自治会や体育協会、交通安全協会などに協力をいただき、一般の自転車ファンからも参加があります。初参加された方がレースを目の当たりにするとその感動は大きいようで、自転車ロードレースのファンが増える機会にもなっています。
③　美濃ステージ観戦動画がYouTubeにアップされ、今年は自転車で移動しながら観戦をされる方が明らかに増えました。レースコース全体の景観の良さとも相まって来訪者が増えており、実行委員会として関連イベント開催やSNS、ホームページでの発信を強化してファン拡大に努めていきます。それらは観光事業の発展や美濃市活性化にも確実に寄与していくと思います。
④　地元小学生と選手とのふれあいの場を設けて、自転車ロードレースに興味を持ってもらえる取り組みを進めています。本年は表彰式でのプレゼンターとしても活躍してくれました。市内の保育園児たちも毎回沿道から手作りグッズを持って声援を送ってくれます。こうした取り組みの中から将来の自転車ロードレース選手が現れることを期待しています。
⑤　自転車ロードレースを身近で楽しむことは浸透してきたと感じております。実行委員会としては、ロード自転車ファン拡大に合わせて地元受入側のレベルアップも図りつつ、県内でも数少ない国際イベントを今後も継続して開催できるよう進めていきます。
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